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はじめに

　日本最大の湖である琵琶湖の周辺には内湖が点

在する。内湖とは，水路で琵琶湖と直接接続し

ている小規模な水域のことである（池田，2005）。

内湖は多面的な機能を持つことが知られており

（倉田，1984），その一つとして琵琶湖固有種を含

む多くの魚類の生育や繁殖の場となっている（細

谷，2005a）。つまり，内湖は魚類の安定した再生

産に大きく関係しており，琵琶湖の在来魚類に

とって必要不可欠な環境である。加えて，我々が

在来魚類をはじめとする生物多様性の維持を考え

るうえでも非常に重要な環境である。しかし，現

存する多くの内湖は，物理的，生物的要因により

その環境が著しく悪化しているとされる（西野，

2005；滋賀県水産試験場，2005）。したがって，

内湖を魚類の生育の場，繁殖の場として再生し，

保全していく必要がある。そのためには，内湖に

おいて長期的な調査を行い，生息する魚類相の把

握や生活史の解明が求められる。

　内湖の魚類相についての報告は調査期間が１年

間未満のものが多く（美濃部・桑村，2001；福田

ほか，2005），数年に渡る長期的な調査報告は中川・

鈴木（2008）などわずかである。特に，琵琶湖大

橋よりも北部の琵琶湖（以下，北湖）周辺の内湖

において，複数年にわたり継続して行なわれた調

査報告はない。北湖周辺の内湖には，琵琶湖大橋

より南部の琵琶湖（以下，南湖）周辺の内湖より

報　告

琵琶湖内湖の神上沼における魚類相

滋賀県立大学大学院環境科学研究科・滋賀県大生き物研究会	 北　野　大　輔

滋賀県大生き物研究会	 	 	 	 曽我部　共　生

滋賀県立大学環境科学部環境生態学科	 	 	 	 浦　部　美佐子

Fish fauna in Jinjou-numa, a "Naiko" lagoon around Lake Biwa. Daisuque Kitano 
(Graduate School of Environmental Science，The University of Shiga Prefecture，U.S.P. 
Biological Research Group )，Tomoki Sogabe (U.S.P. Biological Research Group) and 
Misako Urabe (Department of Ecosystem Studies，School of Environmental Sciences，
The University of Shiga Prefecture )

地域自然史と保全　39（1）：71－ 78，　2017

関西自然保護機構業績　第 603 号
2016 年 12 月 13 日　受付
2017 年 4 月 22 日　受理

要旨：琵琶湖周辺に点在する内湖は魚類の生育や繁殖の場として重要な環境であるが，その多くは環境が悪

化しているとされる。琵琶湖の再生に向けた内湖の現状把握を目的に，滋賀県彦根市の神上沼において 2011

年 4 月～ 2015 年 12 月に魚類調査を実施した。調査の結果，23 種の在来魚類と７種の外来魚類が採集され，

在来魚類の種数は滋賀県のほかの内湖よりも豊かであった。さらに，いくつかの魚類は神上沼内で産卵して

いることが示唆され，これらを保護するために外来魚の駆除や繁殖環境の整備が重要であると考えられた。

キーワード：回遊様式，魚類相，内湖，琵琶湖

Keywords : Fish fauna，Lake Biwa，Migration pattern，“Naiko” lagoon



72

泥と砂が占めている。水深はおよそ２m である

が，岸から１～５m の範囲は水深 50cm 以下と浅

く，ヨシ Phragmites australis が自生している。流

入水路は４本あり，南東部に接続している水路

がもっとも大きい。この水路の 200m 上流にはア

ユ Plecoglossus altivelis altivelis の養殖施設があり，

そこからの排水が流入している。琵琶湖への流出

水路は２本あり，北東部の流出水路では，下流部

にある水門の操作により水が逆流する場合があ

る。流入，流出のいずれの水路も三面コンクリー

ト護岸が施されている。

魚類定性調査

　神上沼に出現する魚類を調査するために，2011

年４月から 2015 年 12 月にかけて，投網（目合い

９mm，1200 目），タモ網（目合い３mm）を用い

て採集を行った。調査は月 1 回以上の頻度で行っ

た。投網による調査は調査開始時の 2011 年から

行い，神上沼の外周（およそ 1800m）を一周する

間に投網をおよそ 30 回打った。2014 年からは投

網と並行してタモ網による調査も行い，一周する

間に５分間の採集を６回行った。

　採集した魚類については現地で種を同定し，各

種の個体数と標準体長を記録した後に採集地点に

再放流した。また，稚魚が採集された場合には，

種の同定のみを行い速やかに再放流した。現地で

の同定および本論文における学名と標準和名の表

記は中坊（2013）に従った。採集した魚類のうち，

特定外来生物であるオオクチバス Micropterus 

salmoides およびブルーギル Lepomis macrochirus

は再放流せず，現地で殺処分した。

　フナ属魚類の一部は実験室に持ち帰って精

査し，神上沼にはギンブナ Carassius. auratus 

langsdorfii，ニゴロブナ C. a. grandoculis，ゲンゴ

ロウブナ C. cuvieri の３種が生息することを確認

した。しかし，これらの小型個体は現地での同定

も多様な魚類が生息していることが報告されてお

り（滋賀県，2001），北湖周辺の内湖においても

魚類相に関する知見を多く蓄積する必要がある。

　著者らは，琵琶湖北湖に位置する内湖である神

上沼において，2011 年から 2015 年にかけて生息

魚類相を継続調査した。本稿においてその調査結

果を報告する。

調査地と方法

調査水域の概要

　神上沼（35°13′37"N，136°09′37"E）は，滋賀

県彦根市稲枝地区の水田地帯に位置する琵琶湖

の内湖である（図１）。神上沼の中央を道路が通

り，この地域では北部の水域を古矢場沼，南部の

水域を神上沼と称するが，本稿では両水域をま

とめて神上沼とした。北部と南部の水域はつな

がっているため水や魚類の移動に影響はない。水

域の表面積はおよそ 6.2ha であり，底質は主に

図１．調査地の神上沼．矢印は流れの方向を，破
線は道路の位置を示す．
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内湖で繁殖・成育する分類群

　フナ類は調査した５年間すべての年において採

集され，在来魚類のうち最も高い頻度で採集され

た。近年，琵琶湖の水位調整による水位低下がフ

ナ類の産卵場や初期生活場所の減少に深く関係し

ていることが指摘されている（山本，2002）。し

かし，調査地ではフナ類の稚魚や当歳魚とみられ

る個体が多く採集されており，調査地において安

定した再生産を行っていると考えられる。

　ワタカは調査した５年間すべての年において

採集されたがその個体数は計 12 個体のみであり，

出現時期に傾向はみられなかった。琵琶湖周辺で

の本種の個体数は減少傾向にあり，その原因は外

来魚による捕食であるとされている（滋賀県生き

物総合調査委員会，2016）。個体群を保全するた

めには，オオクチバスおよびブルーギルを継続的

に駆除し，親魚や卵を保護することが必要である。

　コイは調査した５年間すべての年において採集

されたが，その個体数はあまり多くなかった。し

かし，稚魚が採集されており神上沼内で繁殖し成

育していると考えられる。琵琶湖には在来系統で

ある野生型と外来系統である養殖型の２型のコ

イが生息しており，野生型は滋賀県レッドデー

タブックにおいて絶滅の恐れのある地域個体群

（LP）に指定されている（滋賀県生き物総合調査

委員会，2016）。しかし，調査地のある北湖東岸

においては養殖型の遺伝子を持つ個体の頻度が

高いことがわかっており（Mabuchi et al.，2010），

さらに調査地では飼育型の特徴とされる体高が高

い個体も採集されている（北野，未発表）。よって，

調査地で採集された本種の多くは養殖型かもしれ

ない。

　タモロコは内湖や湖に連結する水路に多く生

息しているとされているが（細谷，2005b），神上

沼では 2014 年５月に１個体のみが採集された。

また，ほかの内湖においても接続する水路以外

が困難であったため，本稿においては便宜的にこ

れら３種をまとめてフナ類 Carassius spp. とし

た。

結果と考察

　魚類定性調査の結果，５年間で計 30 種（28 分

類群）の魚類が採集された（表１）。採集された

魚類のうち，在来魚類は 23 種であり，環境省レッ

ドリストに記載されているのは 11 種（表１；環

境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室，

2015），滋賀県レッドリストに記載されているの

は 14 種であった（表１；滋賀県生き物総合調査

委員会，2016）。先行研究によると，南湖の小津

袋内湖において採集された魚類は少なくとも３

種の外来種を含めて 22 種であり（美濃部・桑村，

2001），同じく南湖の堅田内湖において採集され

た在来魚類は９分類群のみであった（中川・鈴木，

2008）。以上のことから，神上沼の魚類相はこれ

まで報告されている南湖の内湖のものよりも豊か

であることがわかった。

　本稿では，採集された魚類のうち，細谷

（2005a）が分類した在来魚類の生息場所の利用

様式において内湖を繁殖・成育の場として利用

することが示されている９分類群（フナ類，ワ

タカ Ischikauia steenackeri，コイ Cyprinus carpio，

タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus，モツ

ゴ Pseudorasbora parva，オイカワ Opsariichthys 

platypus， カ ネ ヒ ラ Acheilognathus rhombeus，

ミナミメダカ Oryzias latipes，オウミヨシノ

ボ リ Rhinogobius sp. OM）， 繁 殖 の み に 利 用

す る ２ 分 類 群（ ビ ワ ヒ ガ イ Sarcocheilichthys 

variegatus microoculus，ホンモロコ Gnathopogon 

caerulescens）について，以下にその出現状況等

の特徴を記し，考察を述べる。
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(a) 2011 年

標準和名 学名 RLカテゴリー 外来種 *** 採集個体数 ****

環境省 * 滋賀県 ** Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
アユ Plecoglossus altivelis altivelis Ⅴ
ワカサギ Hypomesus nipponensis ○ +
ウグイ Tribolodon hakonensis
オイカワ Opsariichthys platypus + + + +
カマツカ Pseudogobio esocinus
コイ Cyprinus carpio LP Ⅲ + + + + +
スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae VU Ⅲ + +
ゼゼラ Biwia zezera VU Ⅲ + +
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
ツチフキ Abbottina rivularis EN ○ +
ニゴイ Hemibarbus barbus
ハス Opsariichthys uncirostris VU Ⅲ
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus
フナ類 Carassius spp. + ++ + +++ ++
　ギンブナ Carassius auratus langsdorfii
　ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri EN Ⅲ
　ニゴロブナ Carassius auratus grandoculis EN Ⅲ
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens CR Ⅱ +
モツゴ Pseudorasbora parva Ⅲ + ++
ワタカ Ischikauia steenackeri CR Ⅰ + +
カネヒラ Acheilognathus rhombeus Ⅱ + + +
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus ○
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus DD Ⅳ
ナマズ Silurus asotus Ⅳ +
ミナミメダカ Oryzias latipes VU Ⅲ
カムルチー Channa argus ○ +
オオクチバス Micropterus salmoides ● + + + ++ ++ +++ + +++ +++
ブルーギル Lepomis macrochirus ● + ++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ +
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia
オウミヨシノボリ Rhinogobius sp. OM
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ○
採集分類群数 15

* 環境省レッドリスト 2015 年版 ; CR: 絶滅危惧 IA 類，EN: 絶滅危惧 IB 類，VU: 絶滅危惧Ⅱ類，LP: 絶滅の恐れのある地域個体群， DD: 情報不足．

** 滋賀県レッドデータブック 2015 年版 ; Ⅰ : 絶滅危惧種，Ⅱ : 絶滅危機増大種，Ⅲ : 希少種，Ⅳ : 要注目種，Ⅴ : 分布上重要種．

*** ○は国内移入種を含む外来種，●は特定外来生物指定種を示す．

**** 調査 1回当たりの採集個体数を示す．+ : 1-10，++ : 11-20，+++ : >20．

2012 年以降に本種の採集頻度が増加したのは，

2011 年から開始したオオクチバスの駆除が要因

のひとつとなっているかもしれない。

　オイカワは調査した５年間すべての年において

採集され，採集頻度も比較的高い。また，稚魚も

採集されているため，神上沼で繁殖・成育してい

る可能性がある。しかし，ダム湖などの止水域に

生息する本種は接続する水路や河川を遡上し産

卵することが報告されているため（水野・名越，

1964），神上沼に生息するオイカワの産卵場所に

ついては今後詳細な調査が必要である。

　カネヒラは調査した５年間すべての年において

で本種が採集された報告はなく（美濃部・桑村，

2001；福田ほか，2005；中川・鈴木，2008），内

湖に本種が生息することは非常にまれであると考

えられる。しかし，接続する水路には本種が生息

している可能性があり，今後調査が必要である。

　モツゴは調査した５年間すべての年において採

集されたが，その採集頻度と個体数は 2012 年以

降大きく増加していた。また，初夏には稚魚が多

く採集されており，本種は調査地で繁殖してい

る可能性が高い。本種はオオクチバスなどの魚食

性外来魚による捕食で減少しうるとされている

（滋賀県生き物総合調査委員会，2016）。よって，

表１．2011 年～ 2015 年にかけ神上沼で採集された魚類とその月別採集個体数．
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(b) 2012 年

標準和名 学名 採集個体数

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
アユ Plecoglossus altivelis altivelis +
ワカサギ Hypomesus nipponensis + + +
ウグイ Tribolodon hakonensis +
オイカワ Opsariichthys platypus + + + + + +
カマツカ Pseudogobio esocinus +
コイ Cyprinus carpio + + + +
スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae +
ゼゼラ Biwia zezera
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
ツチフキ Abbottina rivularis + + + +
ニゴイ Hemibarbus barbus +
ハス Opsariichthys uncirostris +
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus
フナ類 Carassius spp. + + ++ + ++ ++ +
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens + + +
モツゴ Pseudorasbora parva + + + + ++ +
ワタカ Ischikauia steenackeri + + +
カネヒラ Acheilognathus rhombeus + + +
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
ナマズ Silurus asotus +
ミナミメダカ Oryzias latipes
カムルチー Channa argus + +
オオクチバス Micropterus salmoides + + + ++ + + + + + +
ブルーギル Lepomis macrochirus ++ + + + + + + ++ +
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia
オウミヨシノボリ Rhinogobius sp. OM + + +
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis
採集分類群数 20

(c) 2013 年

標準和名 学名 採集個体数

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
アユ Plecoglossus altivelis altivelis
ワカサギ Hypomesus nipponensis +
ウグイ Tribolodon hakonensis
オイカワ Opsariichthys platypus + + + + + +
カマツカ Pseudogobio esocinus +
コイ Cyprinus carpio + + +
スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae + +
ゼゼラ Biwia zezera + +
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
ツチフキ Abbottina rivularis + + + + +
ニゴイ Hemibarbus barbus +
ハス Opsariichthys uncirostris +
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus +
フナ類 Carassius spp. + + ++ +++ ++ + ++
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens + + +
モツゴ Pseudorasbora parva + + + + + + +++ +
ワタカ Ischikauia steenackeri +
カネヒラ Acheilognathus rhombeus + + + +
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus + + +
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
ナマズ Silurus asotus +
ミナミメダカ Oryzias latipes
カムルチー Channa argus + +
オオクチバス Micropterus salmoides + + ++ + + + +++ +++ +
ブルーギル Lepomis macrochirus + + ++ +++ +++ + + +
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia
オウミヨシノボリ Rhinogobius sp. OM +
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis
採集分類群数 21



76

(d) 2014 年

標準和名 学名 採集個体数

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
アユ Plecoglossus altivelis altivelis +
ワカサギ Hypomesus nipponensis +
ウグイ Tribolodon hakonensis
オイカワ Opsariichthys platypus + + + + + ++ + + + +
カマツカ Pseudogobio esocinus + +
コイ Cyprinus carpio + + + + +
スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae + +
ゼゼラ Biwia zezera + + +
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus +
ツチフキ Abbottina rivularis + + ++ + +
ニゴイ Hemibarbus barbus +
ハス Opsariichthys uncirostris + + +
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus + +
フナ類 Carassius spp. + ++ + + + + +++ + +
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens + +
モツゴ Pseudorasbora parva + + + + + +++ + +
ワタカ Ischikauia steenackeri +
カネヒラ Acheilognathus rhombeus + + + +
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus + + + +
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus + + + +
ナマズ Silurus asotus
ミナミメダカ Oryzias latipes +
カムルチー Channa argus +
オオクチバス Micropterus salmoides + + + + + ++ ++ +++ ++
ブルーギル Lepomis macrochirus + ++ + ++ + +++ +++ +
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia +
オウミヨシノボリ Rhinogobius sp. OM + +
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis +
採集分類群数 26

(e) 2015 年

標準和名 学名 採集個体数

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
アユ Plecoglossus altivelis altivelis +
ワカサギ Hypomesus nipponensis
ウグイ Tribolodon hakonensis
オイカワ Opsariichthys platypus + + + + + + +
カマツカ Pseudogobio esocinus +
コイ Cyprinus carpio + + + + + + +
スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae
ゼゼラ Biwia zezera + +
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
ツチフキ Abbottina rivularis + + + +
ニゴイ Hemibarbus barbus
ハス Opsariichthys uncirostris
ビワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus microoculus + + +
フナ類 Carassius spp. + ++ ++ + + + + + +
ホンモロコ Gnathopogon caerulescens + + +
モツゴ Pseudorasbora parva + + + + + + + + +
ワタカ Ischikauia steenackeri +
カネヒラ Acheilognathus rhombeus + + + + + + + +
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus + + + + +
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus + + +
ナマズ Silurus asotus +
ミナミメダカ Oryzias latipes
カムルチー Channa argus + +
オオクチバス Micropterus salmoides + ++ ++ + ++ ++ +++ + +
ブルーギル Lepomis macrochirus ++ ++ +++ + +++ ++ + + + +
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia
オウミヨシノボリ Rhinogobius sp. OM + + + +
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis
採集分類群数 19
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的に利用するために琵琶湖から内湖へ移動するこ

とが報告されており（中村，1969），また採集時

期は中村（1949）に示されている本種の産卵期（４

月上旬～７月上旬）とほぼ一致していたことから，

産卵のために調査地を利用している可能性が非常

に高い。しかし，本種は調査地で捕獲された大型

のオオクチバスに捕食されているため（北野，未

発表），その個体群の保全のためには産卵期の親

魚を保護することが重要である。
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